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46億2,109万1千円 （対前年度比 42.1％増）

 令和７年度当初予算については、引き続き、令和６年３月に策定した「四日市港長期構想」において示された将来像

の実現に向けた取組を着実に推進していけるよう編成しました。

1.8％増

6,518,120千円
6,402,385千円

4,621,091千円
3,250,925千円

一般会計 港湾整備事業特別会計

R7当初

＜予算編成の考え方＞

＜予算の規模＞

R6当初
R6当初 R7当初

特別会計

65億1,812万円 （対前年度比 1.8％増）一般会計

令和7年度当初予算額

42.1％増
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01 予算編成の考え方・予算の規模②

＜主な増減理由＞

国の事業進捗に伴い国直轄事業負担金が１億6,550万

円減少する一方、国補公共事業が3億2,697万円増加す

ることなどによるものです。

ひき船建造費が5億1,917万8千円、霞ヶ浦地区北ふ頭

81号耐震強化岸壁背後の用地整備費用などにより港湾

施設改修費が6億7,000万円それぞれ増加することなど

によるものです。

＜会計別予算額＞

一般会計 港湾整備事業特別会計
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区　　分
令和6年度当初予算額

Ａ
令和7年度当初予算額

Ｂ
増減額（Ｂ－Ａ）

Ｃ
増減率
Ｃ／Ａ

一般会計 6,402,385 6,518,120 115,735 1.8

（うち県市負担金） (3,028,908) (3,029,090) (182) (0.0)

港湾整備事業特別会計 3,250,925 4,621,091 1,370,166 42.1

合　　計 9,653,310 11,139,211 1,485,901 15.4

（単位：千円、％）
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 霞ヶ浦地区国際物流ターミナル整備
 荷主企業四日市港利用支援事業補助金
 定期コンテナ船寄港誘致事業補助金
 船会社集荷促進事業補助金

 ひき船建造
 港湾脱炭素化推進協議会運営経費
 中部圏水素・アンモニア社会実装推進会議負担金

 荷主企業四日市港利用支援事業補助金【再掲】
 定期コンテナ船寄港誘致事業補助金【再掲】
 船会社集荷促進事業補助金【再掲】

 電子入札システム導入
 ひき船建造【再掲】
 ひき船運航管理業務委託

 四日市港臨港道路幹線に関する検討会運営経費

 客船誘致及び受入関係経費

０2 主な事業一覧

 ポートビル展望展示室の運営等
 展望展示室リニューアル基本構想策定

 四日市地区千歳運河緑地護岸改修等
 四日市みなとまちづくり協議会負担金
 四日市港まつり実行委員会等負担金

➊ 国際拠点港湾としての機能の充実・強化

➋ 四日市港及びその背後圏の脱炭素化の促進

➌ 国内複合一貫輸送網の構築

❹ 背後圏産業の動向を捉えた港湾サービスの提供

❺ 臨港交通体系の充実・強化

❻ クルーズ船誘致による背後圏観光産業の振興

(2) 魅力にあふれ、人々が交流する港づくり（交流の創出）

➊ 親しまれる港づくり

➋ まちづくりと一体となって、賑わいを創出する港づくり

 石原・塩浜地区海岸保全施設整備
 １号地地区海岸護岸整備
 富田港地区海岸護岸整備

 東防波堤改良
 霞ヶ浦地区南ふ頭27号岸壁改良
 霞ヶ浦地区港湾メンテナンス
 四日市地区港湾メンテナンス
 霞ヶ浦地区冠水対策
 石原地区埋立地施設改修
 港内維持浚渫

 四日市港重要国際埠頭施設警備保安業務委託等
 放置艇対策
 暴走車両対策

 霞ヶ浦地区国際物流ターミナル整備【再掲】
 情報通信設備関係経費

(3) 住民・産業を守る港づくり（安全・安心の確保）

 環境保全対策（環境調査等）

 四日市地区千歳運河緑地護岸改修等【再掲】

 環境保全対策（ブルーカーボン）

➊ 背後地を守る防災機能の充実・強化

➋ 港湾施設の機能の維持・強靱化

➌ 港湾活動の安全性の確保

❹ 災害復旧・復興活動への対応

(4) 自然とヒト・モノが共生する港づくり（環境の保全）

➊ 自然海浜・干潟、水環境の保全

➋ 良好な港湾空間の創出

➌ 地球にやさしい港づくり

新

一部新

一部新

一部新

新新

新
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(1) 背後圏産業の持続的な成長を支える港づくり(物流・産業への貢献)

一部新

一部新
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03 主な事業及び予算額 － (1) 背後圏産業の持続的な成長を支える港づくり(物流・産業への貢献)

 四日市港が、引き続き、背後圏産業を物流面から支える国際拠点港湾としての役割を果たしていくためには、2050年カーボンニュー
トラルに向けた取組、港湾におけるＤＸやモーダルシフトの促進に向けた取組、臨港交通体系の強化に向けた取組など、四日市港を取り
巻く社会情勢の変化に的確に対応していく必要があります。

 背後圏産業を物流面から支える国際拠点港湾として、コンテナ船の大型化や増大する貨物量に対応するとともに、大規模災害時の物流
機能を維持するため、霞ヶ浦地区国際物流ターミナルの整備を進めます。また、コンテナ定期航路の維持・拡充や四日市港発着のコンテ
ナ貨物を確保するため、船社・荷主双方に対する戦略的なポートセールスやインセンティブ制度の拡充に取り組みます。

 令和6年3月に作成した「四日市港港湾脱炭素化推進計画」に基づき、バイオディーゼル燃料の使用に対応したひき船の建造などに取り
組むとともに、関係者が一体となって四日市港におけるカーボンニュートラルポート（以下、「ＣＮＰ」という。）の形成を推進します。

 四日市港を活用したモーダルシフトの促進に向けて、コンテナ定期航路の維持・拡充や四日市港発着のコンテナ貨物を確保するため、船
社・荷主双方に対する戦略的なポートセールスやインセンティブ制度の拡充に取り組みます。

 今後も港湾サービスを適切に提供するため、電子入札システムの導入によるＤＸの推進、老朽化が進むひき船の更新、ひき船運航業務
の外部委託を実施するとともに、臨港交通体系の南北軸の強化に向けた臨港道路の計画に関する調査・検討や、背後圏の観光産業の
振興に資するクルーズ船誘致に取り組みます。

➊ 国際拠点港湾としての機能の充実・強化

事業名 事業内容 予算科目 予算額

霞ヶ浦地区国際物流ターミナル整備
(A)霞ヶ浦地区北ふ頭81号耐震強化

岸壁整備
(B)霞ヶ浦地区北ふ頭用地整備

物流の効率化や地域産業の競争力強化、サプライチェー
ンの強靱化、災害対応力の強化を図るため、霞ヶ浦地区
北ふ頭81号耐震強化岸壁及び背後のふ頭用地整備を行
います。

(A)一般会計
国直轄事業負担金

(B)特別会計
港湾施設改修費

【公共】
（A） 670,000千円※

①
（B） 1,080,000千円

②

荷主企業四日市港利用支援
事業補助金

コンテナ貨物を新たに取り扱う荷主企業及び取扱個数を
一定以上増加させた荷主企業を支援します。また、補助
単価の増額や補助対象地域の拡大等により、四日市港へ
の更なる集荷促進を図ります。

特別会計
ポートセールス事業費

100,000千円

（注）予算額の右の〇数字は、P.15「主な事業（公共事業分）の施工箇所図」の○数字を示しています。
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03 主な事業及び予算額 － (1) 背後圏産業の持続的な成長を支える港づくり(物流・産業への貢献)

➋ 四日市港及びその背後圏の脱炭素化の促進

事業名 事業内容 予算科目 予算額

ひき船建造
老朽化の進むひき船「ちとせ丸」の更新にあたり、排出される温室効果ガス
の低減を図るため、バイオディーゼル燃料の使用に対応した新造船を建造し
ます。

特別会計
ひき船建造費

790,350千円

港湾脱炭素化推進協議会
運営経費

「四日市港港湾脱炭素化推進計画」の進捗を確認・評価し、四日市港におけ
るCNP形成の推進を図るため、四日市港港湾脱炭素化推進協議会を開催し
ます。

一般会計
企画調査費・事務費

305千円

中部圏水素・アンモニア社
会実装推進会議負担金

中部圏水素・アンモニア社会実装推進会議に参画し、中部圏における大規模
な水素・アンモニアの社会実装を推進するため、関係団体と連携して取り組
みます。

一般会計
企画調査費・事務費

250千円

➌ 国内複合一貫輸送網の構築

事業名 事業内容 予算科目 予算額

荷主企業四日市
港利用支援事業補助金【再
掲】

コンテナ貨物を新たに取り扱う荷主企業及び取扱個数を一定以上増加させ
た荷主企業を支援します。また、補助単価の増額や補助対象地域の拡大等
により、四日市港への更なる集荷促進を図ります。

特別会計
ポートセールス事業費

100,000千円

定期コンテナ船寄港誘致
事業補助金【再掲】

新たに四日市港に寄港するコンテナ航路を開設した船会社を支援します。
特別会計
ポートセールス事業費

39,000千円

船会社集荷促進事業補助
金【再掲】

コンテナ取扱個数を一定量以上増加させた船会社を支援します。
特別会計
ポートセールス事業費

34,000千円

一部新
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➊ 国際拠点港湾としての機能の充実・強化

事業名 事業内容 予算科目 予算額

定期コンテナ船寄港誘致
事業補助金

新たに四日市港に寄港するコンテナ航路を開設した船会社を支援します。
特別会計
ポートセールス事業費

39,000千円

船会社集荷促進事業補助
金

コンテナ取扱個数を一定量以上増加させた船会社を支援します。
特別会計
ポートセールス事業費

34,000千円



03 主な事業及び予算額 － (1) 背後圏産業の持続的な成長を支える港づくり(物流・産業への貢献)

❹ 背後圏産業の動向を捉えた港湾サービスの提供

事業名 事業内容 予算科目 予算額

電子入札システム導入
現行の紙入札をデジタル化することで、入札参加者及び四日市港管理組合
双方における業務効率化を図り、ＤＸを推進します。

一般会計・特別会計
オフィス業務ＩＴ化
推進費

9,353千円

ひき船建造【再掲】 ひき船「ちとせ丸」の老朽化が進んでいるため、新造船を建造します。
特別会計
ひき船建造費

790,350千円

ひき船運航管理業務委託
四日市港のひき船サービス水準及び防災機能の維持向上を図るため、ひき
船「ちとせ丸」の運航を委託します。

特別会計
ひき船「ちとせ丸」運
営費

110,028千円

❺ 臨港交通体系の充実・強化

事業名 事業内容 予算科目 予算額

四日市港臨港道路幹線に
関する検討会運営経費

臨港道路の計画に関する課題等の調査・検討を行い、臨港交通体系の南北
軸の強化を図るため、四日市港臨港道路幹線に関する検討会を開催します。

一般会計
企画調査費・事務費等

550千円

❻ クルーズ船誘致による背後圏観光産業の振興

事業名 事業内容 予算科目 予算額

客船誘致及び
受入関係経費

四日市港客船誘致協議会や、三重県クルーズ振興連携協議会に参画し、官
民一体となって背後圏の観光産業の振興に資する客船の誘致に取り組むと
ともに、大型客船の受入に係る航行安全の検討を行うなど客船の受入環境
の整備に取り組みます。

一般会計
イベント・交流事業費

17,134千円
一部新

新
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03 主な事業及び予算額 － (2) 魅力にあふれ、人々が交流する港づくり（交流の創出）

 霞ヶ浦地区等においては、県民・市民に四日市港への理解を深めていただくため、親しまれる港づくりに向けた取組を進める必要があ
ります。

 ポートビルを拠点とした学習機会や交流機会を提供するとともに、展望展示室や緑地・公園の維持管理を適切に行います。

 一方、四日市地区においては、千歳運河周辺のレトロな景観や物流との動線区分等にも配慮しつつ、遊休化・老朽化した港湾施設等の
利用転換に向けた取組を進めるとともに、官民が参画する「四日市みなとまちづくりプラン（基本構想）」の取組や、四日市市が進める
JR四日市駅周辺の再開発等とも連携を図りながら、まちづくりと一体となって、賑わいを創出していく必要があります。

 老朽化・遊休化した千歳運河沿いについて景観に配慮した護岸の整備を進めるとともに、四日市みなとまちづくり協議会が実施する事
業や四日市港まつり等のイベントに取り組みます。

➊ 親しまれる港づくり

事業名 事業内容 予算科目 予算額

ポートビル
展望展示室の運営等

展望展示室を社会見学や職場研修の場としても提供するとともに、ク
リスマスコンサートなどのイベントを実施します。
また、展望展示室の適切な運営及び展示施設の保守管理を行うととも
に、入場料の支払いにキャッシュレス決済を導入します。

一般会計
展望展示室運営事業費

10,443千円

展望展示室リニュー
アル基本構想策定

四日市港の貿易や、みなとで働くことの魅力を知り、学ぶ拠点としての
機能を高めるため、展望展示室のリニューアルに向けて基本構想の策
定に取り組みます。

一般会計
展望展示室運営事業費

4,587千円

➋ まちづくりと一体となって、賑わいを創出する港づくり

事業名 事業内容 予算科目 予算額

四日市地区千歳運河緑
地護岸改修等

老朽化・遊休化した四日市地区千歳運河沿いについて、景観に配慮し
た護岸改修を進めます。

一般会計
社会資本総合整備事業費
単独港湾施設整備事業費

【公共】
400,000千円 ③

四日市みなとまちづくり
協議会負担金

四日市みなとまちづくり協議会に参画し、官民一体となって四日市地
区の賑わいづくりに取り組みます。

一般会計
企画調査費・事務費

3,500千円

四日市港まつり実行委
員会等負担金

県民・市民に四日市港の魅力にふれていただく機会となるよう、多様な
主体と連携して、四日市港まつりやまちあるきイベントを開催します。

一般会計
イベント・交流事業費

8,760千円

一部新

新

Ⅰ 当初予算の概要 Yokkaichi Port Authority 10



03 主な事業及び予算額 － (3) 住民・産業を守る港づくり（安全・安心の確保）

 背後地の住民、企業及び港湾利用者等の安全・安心を確保するためには、南海トラフ地震等に備えた耐震・耐津波対策や防災体制の充
実、物流セキュリティの強化、災害発生時の対応などの取組を着実に進めていく必要があります。

 地震・津波・高潮等の自然災害への対策として、計画的・効果的な維持管理や老朽化が進んだ施設の更新等を実施することにより、海岸
保全施設や港湾施設の強靱化に取り組みます。

 港湾区域内において計画的に維持浚渫を行うことにより、船舶航行の安全性の確保に取り組みます。

 さらに、国際航海船舶への不審者、不審物の侵入等を防止するためのテロ対策等の保安対策とともに、港内の航行安全性を確保する
ための放置艇対策、背後圏に暮らす人々や港湾利用者の安全・安心等を確保するための霞ヶ浦地区臨港道路における暴走車両対策や、
災害発生時における物流機能の維持や通信手段の確保に取り組みます。

➊ 背後地を守る防災機能の充実・強化

事業名 事業内容 予算科目 予算額

石原・塩浜地区海岸保全
施設整備

石原・塩浜地区において高潮等による被害を防止するため、
海岸保全施設の整備を行います。

一般会計
国直轄事業負担金

【公共】 190,000千円※
④

１号地地区海岸護岸整備
１号地地区において高潮等による被害を防止するため、護岸
の補強整備を行います。

一般会計
社会資本総合整備事業費

【公共】 60,000千円 ⑤

富田港地区海岸護岸整備
富田港地区において高潮等による被害を防止するため、護岸
の補強整備を行います。

一般会計
社会資本総合整備事業費

【公共】 80,000千円 ⑥

Ⅰ 当初予算の概要 Yokkaichi Port Authority 11

※令和７年度当初予算額は、管理組合が想定した見込額を示したものです。



03 主な事業及び予算額 － (3) 住民・産業を守る港づくり（安全・安心の確保）

➋ 港湾施設の機能の維持・強靱化

事業名 事業内容 予算科目 予算額

東防波堤改良
供用から60年以上が経過し、老朽化が進んでいる東防波堤
の予防保全を行います。

一般会計
国直轄事業負担金

【公共】 90,000千円※
⑦

霞ヶ浦地区南ふ頭27号岸
壁改良

供用から50年以上が経過し、老朽化が進んでいる霞ヶ浦地
区南ふ頭27号岸壁の予防保全を行います。

一般会計
国補港湾改修事業費

【公共】 230,000千円 ⑧

霞ヶ浦地区港湾メンテナ
ンス

老朽化が進んでいる霞ヶ浦地区70号岸壁、霞１号幹線の予
防保全を行います。

一般会計
国補港湾改修事業費

【公共】 195,000千円 ⑨

四日市地区港湾メンテナ
ンス

供用から50年以上が経過し、老朽化が進んでいる四日市地
区17・18号岸壁の予防保全を行います。

一般会計
国補港湾改修事業費

【公共】 120,000千円 ⑩

霞ヶ浦地区冠水対策
降雨時の道路冠水を防止するため、霞１号幹線等において冠
水対策を行います。

一般会計
単独港湾施設維持補修費

【公共】 80,000千円 ⑪

石原地区埋立地施設
改修

石原地区埋立地において港内で発生する浚渫土砂の受け入
れを継続するため、老朽化が進んでいる施設の改修を行いま
す。

特別会計
港湾施設改修費

【公共】 350,000千円 ⑫

港内維持浚渫
港湾区域内における適切な水深を確保するため、計画的に維
持浚渫を行います。

一般会計
単独港湾施設維持補修費

【公共】 358,330千円 ⑬

新

Ⅰ 当初予算の概要 Yokkaichi Port Authority 12

※令和７年度当初予算額は、管理組合が想定した見込額を示したものです。



03 主な事業及び予算額 － (3) 住民・産業を守る港づくり（安全・安心の確保）

➌ 港湾活動の安全性の確保

事業名 事業内容 予算科目 予算額

四日市港重要国際埠頭施設警備保安
業務委託等

港内の重要国際埠頭施設等への不審者や不審物等の侵
入を防止し、港湾活動の安全性の向上を図るため、警備
や保安設備の保全点検等を行います。

一般会計
改正ＳＯＬＡＳ条約対策
推進費

270,990千円

放置艇対策
沈廃船化等により、港内における船舶の航行障害や環境
悪化をもたらす放置艇の発生を防止するための対策を推
進します。

一般会計
放置艇対策推進費

6,392千円

暴走車両対策
霞ヶ浦地区臨港道路（霞４号幹線等）における車両の暴走
行為や蝟集行為を防止するための対策に取り組みます。

特別会計
港湾施設維持補修費

【公共】 10,000千円

❹ 災害復旧・復興活動への対応

事業名 事業内容 予算科目 予算額

霞ヶ浦地区国際物流ターミナル整備
【再掲】
(A)霞ヶ浦地区北ふ頭81号耐震強化

岸壁整備
(B)霞ヶ浦地区北ふ頭用地整備

物流の効率化や地域産業の競争力強化、サプライチェー
ンの強靱化、災害対応力の強化を図るため、霞ヶ浦地区
北ふ頭81号耐震強化岸壁及び背後のふ頭用地整備を行
います。

(A)一般会計
国直轄事業負担金

(B)特別会計
港湾施設改修費

【公共】
（A） 670,000千円※

①
（B） 1,080,000千円

②

情報通信設備関係経費

災害発生時における通信手段を確保するため、情報通信
体制の整備を行います。
特に、令和６年能登半島地震の教訓を踏まえて、インター
ネット環境を確保するため、新たに衛星通信設備の整備
を行います。

一般会計
防災関連費
特別会計
港湾荷役支援推進費

1,528千円

新

Ⅰ 当初予算の概要 Yokkaichi Port Authority 13
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03 主な事業及び予算額 － (4) 自然とヒト・モノが共生する港づくり（環境の保全）

 四日市港に残された豊かな自然や歴史的・文化的資源を次世代へと継承するためには、自然海浜・干潟、水環境の保全や良好な港湾景
観を維持していくとともに、地球温暖化の原因となっているCO2等を削減し、港湾の脱炭素化を進めていく必要があります。

 港内における環境調査の実施、千歳運河沿いについて景観に配慮した護岸の整備を進めるとともに、ブルーカーボン生態系の活用に
よるCO2吸収源の確保に取り組みます。

➋ 良好な港湾空間の創出

事業名 事業内容 予算科目 予算額

四日市地区千歳運河緑地
護岸改修等【再掲】

老朽化・遊休化した四日市地区千歳運河沿いについて、景観に配慮し
た護岸改修を進めます。

一般会計
社会資本総合整備事業費
単独港湾施設整備事業費

【公共】
400,000千円 ③

➌ 地球にやさしい港づくり

事業名 事業内容 予算科目 予算額

環 境 保 全 対 策 （ ブ ル ー
カーボン）

CO2吸収源を拡大させるため、藻場造成などブルーカーボンの活用
について検証を行います。

一般会計
環境調査推進費

999千円

➊ 自然海浜・干潟、水環境の保全

事業名 事業内容 予算科目 予算額

環境保全対策(環境調査
等)

港内の水質等の状況を把握するための環境調査等を行います。
一般会計
環境調査推進費

6,620千円

Ⅰ 当初予算の概要 Yokkaichi Port Authority 14



0４ 主な事業（公共事業分）の施工箇所図

塩浜地区

石原地区

四日市地区

霞ヶ浦地区

天カ須賀地区

富双地区

川越地区
N

霞ヶ浦地区
北ふ頭

（注）国直轄事業については、
管理組合の負担金ベースです。

凡 例

一般会計

特別会計

⑤ １号地地区海岸護岸整備
（一般会計・社会資本総合整備事業費）

60,000千円

⑦ 東防波堤改良
（一般会計・国直轄事業負担金）

90,000千円

③ 四日市地区千歳運河緑地護岸改修等
（一般会計・社会資本総合整備事業費）
（一般会計・単独港湾施設整備事業費）

400,000千円

⑥ 富田港地区海岸護岸整備
（一般会計・社会資本総合整備事業費）

80,000千円

④ 石原・塩浜地区海岸保全施設整備
（一般会計・国直轄事業負担金）

190,000千円

① 霞ヶ浦地区北ふ頭81号耐震強化岸壁整備
（一般会計・国直轄事業負担金）

670,000千円

② 霞ヶ浦地区北ふ頭用地整備
（特別会計・港湾施設改修費）

1,080,000千円

⑧ 霞ヶ浦地区南ふ頭27号岸壁改良
（一般会計・国補港湾改修事業費）

230,000千円

⑨ 霞ヶ浦地区港湾メンテナンス
（一般会計・国補港湾改修事業費）

195,000千円

⑩ 四日市地区港湾メンテナンス
（一般会計・国補港湾改修事業費）

120,000千円

⑬ 港内維持浚渫
（一般会計・単独港湾施設維持補修費）

358,330千円

⑫ 石原地区埋立地施設改修
（特別会計・港湾施設改修費）

350,000千円

⑪ 霞ヶ浦地区冠水対策
（一般会計・単独港湾施設維持補修費）

80,000千円

Yokkaichi Port Authority 15Ⅰ 当初予算の概要



Ⅱ 当初予算資料
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0１ 令和７年度当初予算 全会計

Yokkaichi Port Authority 17

区　　分
令和6年度
当初予算額

Ａ

令和7年度
当初予算額

Ｂ

増減額
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
Ｃ／Ａ

一般会計 6,402,385 6,518,120 115,735 1.8

港湾整備事業特別会計 3,250,925 4,621,091 1,370,166 42.1

合計 9,653,310 11,139,211 1,485,901 15.4

（単位：千円、％）

Ⅱ 当初予算資料



0２ 令和７年度当初予算 一般会計①

Yokkaichi Port Authority 18

【歳入】 【歳出】

令和6年度
当初予算額

Ａ

令和7年度
当初予算額

Ｂ

増減額
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
Ｃ／Ａ

科　　　目
令和6年度
当初予算額

Ａ

令和7年度
当初予算額

Ｂ

増減額
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
Ｃ／Ａ

3,028,908 3,029,090 182 0.0 議 会 費 20,403 21,555 1,152 5.6

県 負 担 金 1,684,073 1,684,174 101 0.0 総 務 費 1,053,601 948,403 △ 105,198 △ 10.0

市 負 担 金 1,344,835 1,344,916 81 0.0 港 湾 管 理 費 1,214,441 1,295,115 80,674 6.6

717,392 719,916 2,524 0.4 港 湾 建 設 費 2,008,380 2,154,006 145,626 7.3

295,000 405,778 110,778 37.6 災 害 復 旧 費 100,000 100,000 0 0.0

24,134 17,314 △ 6,820 △ 28.3 公 債 費 2,004,560 1,998,041 △ 6,519 △ 0.3

10,881 10,976 95 0.9 予 備 費 1,000 1,000 0 0.0

28,000 28,000 0 0.0 計 6,402,385 6,518,120 115,735 1.8

32,670 33,246 576 1.8

2,265,400 2,273,800 8,400 0.4

6,402,385 6,518,120 115,735 1.8

（単位：千円、％） （単位：千円、％）

繰 入 金

諸 収 入

組 合 債

計

科　　　目

分担金・負担金

使用料・手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

Ⅱ 当初予算資料



0２ 令和７年度当初予算 一般会計②

Yokkaichi Port Authority 19

※「その他」の内訳
県支出金 17,314千円(0.3％)
財産収入 10,976千円(0.2％)
繰入金 28,000千円(0.4％)
諸収入 33,246千円(0.5％)

※「その他」の内訳
災害復旧費 100,000千円(1.5％)
予備費 1,000千円(0.0％)

（注）割合については、それぞれの科目ごとに四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

分担金・負担金

3,029,090千円

(46.5%)

使用料・手数料

719,916千円

(11.0%)

国庫支出金

405,778千円

(6.2%)

その他※

89,536千円

(1.4%)

組合債

2,273,800千円

(34.9%)

一般会計 歳入

一般会計
歳入総額

6,518,120千円

議会費・総務費

969,958千円

(14.9%)

港湾管理費

1,295,115千円

(19.9%)

港湾建設費

2,154,006千円

(33.0%)

その他※

101,000千円

(1.5%)

公債費

1,998,041千円

(30.7%)

一般会計 歳出

一般会計
歳出総額

6,518,120千円

Ⅱ 当初予算資料



0３ 令和７年度当初予算 港湾整備事業特別会計①

Yokkaichi Port Authority 20Ⅱ 当初予算資料

【歳入】 【歳出】

科　　　目
令和6年度
当初予算額

Ａ

令和7年度
当初予算額

Ｂ

増減額
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
Ｃ／Ａ

科　　　目
令和6年度
当初予算額

Ａ

令和7年度
当初予算額

Ｂ

増減額
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
Ｃ／Ａ

使用料・手数料 1,526,304 1,574,620 48,316 3.2 管 理 費 1,271,177 2,198,838 927,661 73.0

財 産 収 入 611,442 618,049 6,607 1.1 建 設 事 業 費 800,000 1,474,000 674,000 84.3

繰 入 金 0 113,459 113,459 皆増 公 債 費 1,179,748 948,253 △ 231,495 △ 19.6

繰 越 金 20,000 20,000 0 0.0 計 3,250,925 4,621,091 1,370,166 42.1

諸 収 入 31,179 30,963 △ 216 △ 0.7

組 合 債 1,062,000 2,264,000 1,202,000 113.2

計 3,250,925 4,621,091 1,370,166 42.1

（単位：千円、％） （単位：千円、％）



0３ 令和７年度当初予算 港湾整備事業特別会計②

Yokkaichi Port Authority 21

※「その他」の内訳
繰入金 113,459千円（2.5％）
繰越金 20,000千円(0.4％)
諸収入 30,963千円(0.7％)

（注）割合については、それぞれの科目ごとに四捨五入しているため、合計が100％にならない場合があります。

使用料・手数料

1,574,620千円

(34.1%)

財産収入

618,049千円

(13.4%)
その他※

164,422千円

(3.6%)

組合債

2,264,000千円

(49.0%)

特別会計 歳入

特別会計
歳入総額

4,621,091千円

管理費

2,198,838千円

(47.6%)

建設事業費

1,474,000千円

(31.9%)

公債費

948,253千円

(20.5%)

特別会計 歳出

特別会計
歳出総額

4,621,091千円

Ⅱ 当初予算資料



0４ 令和７年度当初予算 公共事業

Yokkaichi Port Authority 22Ⅱ 当初予算資料

令和6年度
当初予算額

Ａ

令和7年度
当初予算額

Ｂ

増減額
（Ｂ－Ａ）
Ｃ

増減率
Ｃ／Ａ

国 補 事 業 702,030 1,029,000 326,970 46.6

単 独 事 業 1,002,045 989,879 △ 12,166 △ 1.2

国 直 轄 事 業 1,115,500 950,000 △ 165,500 △ 14.8

小計 2,819,575 2,968,879 149,304 5.3

943,157 1,796,920 853,763 90.5

3,762,732 4,765,799 1,003,067 26.7

港 湾 整 備 事 業

特 別 会 計

合　　　計

（単位：千円、％）

事　業　区　分

一

般

会

計



（参考） 一般会計と特別会計の区分（施設別イメージ）

Yokkaichi Port Authority 23

一般会計 ： 港湾基本施設（航路・泊地、防波堤、岸壁等）

港湾整備事業※特別会計 ： 港湾機能施設（ふ頭用地、上屋、荷役機械、ひき船等）

※港湾整備事業は、港湾基本施設（航路・泊地、防波堤、岸壁等）の整備と一体となり、港湾の機能を効率的に発揮するために必要
な港湾機能施設（ふ頭用地、上屋、荷役機械、ひき船等）を整備し、当該施設の使用料を徴収し管理・運営を行う事業をいいます。

（出典）総務省資料を加工して作成

ふ頭用地
岸
壁

防
波
堤

航路・泊地

ひき船
（タグボート）

荷役機械

上屋

業務ビル

工場

Ⅱ 当初予算資料


